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や
か
な
世
界
デ
ビ

ュ
ー
を
果
た
し
ま
し
た

。
業
も
今
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す

。

大
流
行

（
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク

）
を

た

。
原
発
事
故
も
伴
い

、

最
悪
の
自
然
災
害
と
な
り
ま
し

　
東
日
本
大
震
災
発
生

。
戦
後

・
平
成
二
三
年

（
二
〇
一
一
年

）

て
い
ま
す

。

〇
〇
万
人
に
も
上
る
と
言
わ
れ

・
平
成
二
六
年

（
二
〇
一
四
年

）

半
ば
で
す

。

も
復
旧
・
復
興
の
道

8
年
経
過
し
た
今
で

し

、
累
積
推
計
患
者
数
は
一
二

宣
言

。
日
本
で
も
各
地
で
流
行

・
平
成
二
八
年

（
二
〇
一
六
年

）

ま
し
た

。

注
い
で
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し

が
突
然
噴
火

。
石
や
岩
が
降
り

れ
た
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
御
嶽
山

　
御
嶽
山
噴
火

。
穏
や
か
に
晴

受
け
ま
し
た

。
熊
本
城
の
復
旧
作

て
の
住
宅
が
何
ら
か
の
被
害
を

舞
わ
れ
た
益
城
町

。
ほ
ぼ
す
べ

日
の
間
に
2
度
の
震
度
7
に
見

　
熊
本
地
震
発
生

。
わ
ず
か
3

平
成
最
後
の
日
々
な
の
で
し
た

。

の
備
え
に
身
を
引
き
締
め
る

、

て
欲
し
い
と
願
い
つ
つ

、
日
ご
ろ

　
令
和
は
穏
や
か
な
時
代
で
あ

っ

し
ま
し
た

。

代
だ

っ
た
と
あ
ら
た
め
て
実
感

は
海
上
輸
送
に
よ

っ
て
水
を
確
保
し
ま
し
た

。

％
と
完
全
に
干
上
が

っ
て
し
ま
い
ま
し
た

。
工
場
で

国
最
大
の
水
が
め
で
あ
る
早
明
浦
ダ
ム
は
貯
水
率
０

市
で
は
2
9
5
日
に
も
及
ぶ
夜
間
断
水
が
続
き

、
四

で

、
平
成
の
大
渇
水
と
呼
べ
る
も
の
で
し
た

。
福
岡

水
は

、
そ
の
規
模
も
期
間
も
き
わ
め
て
異
例
な
も
の

　
こ
の
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
西
日
本
で
起
き
た
渇

・
平
成
六
年

（
一
九
九
四
年

）

イ
米
な
ど
が
輸
入

、
販
売
さ
れ
ま
し
た

。

例
の
事
態
と
な
り
ま
し
た

。
米
不
足
解
消
の
た
め
タ

っ
て
沖
縄
県
以
外
の
梅
雨
明
け
宣
言
を
撤
回
す
る
異

明
け
宣
言
が
発
表
さ
れ
た
も
の
の

、
8
月
下
旬
に
な

前
線
が
長
期
間
停
滞
し

、
い

っ
た
ん
例
年
通
り
梅
雨

　

「
平
成
の
米
騒
動

」
と
い
わ
れ
る
米
不
足

。
梅
雨

・
平
成
五
年

（
一
九
九
三
年

）

下

。
リ
ン
ゴ
農
家
に
甚
大
な
被
害
が
出
ま
し
た

。

た
ら
し

、
収
穫
間
近
だ

っ
た
り
ん
ご
が
軒
並
み
落

一
番
の
風
台
風
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
暴
風
被
害
を
も

最
初
の
か
わ
ら
版
と
な
り
ま
し
た

。

　
天
皇
陛
下
の
退
位

、
皇
太
子
さ
ま
の
天
皇
即
位
に

の
9
月
に

「
り
ん
ご
台
風

」
が
あ
り
ま
し
た

。
平
成

は

、
と
て
も
恐
ろ
し
か

っ
た
で
す

。
ま
た

、
こ
の
年

っ
て
真

っ
赤
な
溶
岩
が
河
の
よ
う
に
流
れ
て
く
る
様

生
し
ま
し
た

。
溶
岩
ド
ー
ム
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

　
雲
仙
普
賢
岳
が
噴
火
し

、
大
規
模
な
火
砕
流
が
発

・
平
成
三
年

（
一
九
九
一
年

）

「
環
境

」
で
平
成
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た

。

い
ま
し
た
が

、
こ
こ
は
環
境
ト
ピ

ッ
ク
ス

。

み
な
さ
ま
の
お
手
元
に
届
く
の
は
令
和

『
こ
ん
に
ち
は
鈴
木
工
業
で
す

』

間
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。
新

　
新
年
度
を
迎
え

、
今
年
も
新
た
な
仲

れ
ば
幸
い
で
す

。

の
で

、
末
永
く
お
付
き
合
い
い
た
だ
け

ん
載
せ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す

の
が
あ
り
ま
す

。
こ
れ
か
ら
も
く
だ
ら

 
私
た
ち
が
発
行
す
る
の
は
平
成
最
後

　
今
回

「
環
境

」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
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2019年 4月　第33号

が
多
く

、
史
上
最
多
と
な
る
　
個
の
台
風

目
立
ち
ま
し
た

。
ま
た

、
こ
の
年
は
台
風

し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

の
変
化
に
心
と
き
め
か
せ
つ
つ
も

、
三
十
年
と
い
う

伴
い
新
た
な
元
号
に
改
め
ら
れ
る

「
改
元

」
。
時
代

　
　
　
　
編
集
部
一
同

を
振
り
返
る
特
集
が
組
ま
れ
て
お
り

、
自
分
の
人
生

れ
ま
す

。
こ
こ
の
と
こ
ろ

、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
平
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
氾
濫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
良
川

ル
パ
ン
チ
と
な

っ
た
厳
島
神
社
の
被
害
や

鈴木工業株式会社

た
く
さ
ん
の
天
災
が
起
き
た
時

を
待
つ
人
々
の
姿
な
ど
が
印
象
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
屋
根
の
上
で
救
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
が
水
没
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
バ

に
調
べ
た
の
で
す
が

、

「
災
害

」

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
情
報
を
た
く
さ

・
平
成
二
十
一
年

（
二
〇
〇
九
年

）

お
届
け
す
る
と
思
う
と

、
感
慨
深
い
も

　
二
つ
の
時
代
に
亘

っ
て
か
わ
ら
版
を

フ
ォ
ー
ム
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い

、
さ
さ

開
催
さ
れ
ま
し
た

。
弊
社
で
も
パ
ル

　
愛
知
万
博

（
愛
・
地
球
博

）
が

残

っ
て
い
ま
す

。

・
平
成
十
七
年

（
二
〇
〇
五
年

）

　
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
を
発
症
す
る
ケ
ー
ス
が

社
員
一
丸
と
な

っ
て
が
ん

ス
タ
ー
ト
を
き
れ
る
よ
う

、

 
　
か
わ
ら
版

ば

っ
て
ま
い
り
ま
す

。

も
重
ね
て
想
い
出
し
な
が
ら
懐
か
し
ん
で

も
発
生
し
て
多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た

。

や
ビ
ル

、
阪
神
高
速
な
ど
が
倒
壊

、
火
災

　
阪
神
淡
路
大
震
災
発
生

。
多
く
の
家
屋

　
し
ま
し
た

。
こ
の
地
震
は
余
震
が
多
く

・
平
成
七
年

（
一
九
九
五
年

）

な
い
な
が
ら
も

、
わ
た
し
た
ち
を
知

っ

化
も
進
み
ま
し
た

。

の
耐
震
化
や
耐
震
基
準
の
強

に
広
が
り
ま
し
た

。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
世
界
的
な

ら
か
と
な
り

、
感
染
が
瞬
く
間
に
世
界
中

者
を
含
む
感
染
者
が
出
て
い
る
こ
と
が
明

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

。
多
く
の
死

　
メ
キ
シ
コ
や
米
国
で
豚
に
由
来
す
る
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
り

こ
の
震
災
を
き

っ
か
け
に
建
物

　
車
で
寝
泊
ま
り
し
た
た
め
に
エ
コ
ノ
ミ

害
や
猛
暑

、
土
砂
災
害
な
ど

、

が
多
く

、
こ
の
他
に
も
豪
雨
災

「
気
象

」
に
関
す
る
ニ

ュ
ー
ス

時
間
を
共
に
し
て
き
た
平
成
が
名
残
惜
し
く
感
じ
ら

土
砂
崩
れ
が
発
生

、
上
越
新
幹
線
が
脱
線

　
新
潟
中
越
地
震
発
生

。
建
物
の
倒
壊

、

・
平
成
十
六
年

（
二
〇
〇
四
年

）

　
自
宅
に
留
ま
る
こ
と
を
避
け
た
人
々
が

が
上
陸
し
ま
し
た

。
暴
風
と
高
潮
の
ダ
ブ

鈴
木
工
業
株
式
会
社

「
仕
事
」

「
人
生
」
そ
し
て

「
環
境
」

ISO 9001/ISO14001/OHSAS18001 認証取得 フリーダイヤル

新入社員紹介アンケート
①座右の銘
②趣味
③好きなお酒
④学生時代の部活動
⑤尊敬する人

の
「き
ょ
う
だ
い
の
は
な
し
」で
出

て
き
た
兄
弟
関
係
で
の
性
格
の
傾
向
。

ち
ょ
っ
と
気
に
な
っ
た
の
で
、
お
姉
ち
ゃ

ん
の
方
も
調
べ
て
み
ま
し
た
。
つ
ま
り

異
性
同
士
き
ょ
う
だ
い
の
長
女
は…

「弟
を
思
い
や
り
な
が
ら
過
ご
し
て
き

た
た
め
、
相
手
を
尊
重
す
る
性
格
が

育
ち
ま
す
。
「男
は
強
く
あ
る
べ
き
」と

い
っ
た
性
別
意
識
が
強
く
な
る
面
も

み
ら
れ
、
や
や
古
風
な
考
え
方
で
す
。
」

と
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
！
別
の
サ
イ
ト
で
は
、
「男

で
あ
る
弟
よ
り
上
の
立
場
と
い
う
中

で
育
っ
て
き
た
の
で
、
男
に
対
す
る
プ

ラ
イ
ド
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

仕
事
面
で
バ
リ
バ
リ
働
き
、
出
世
し

て
も
何
の
戸
惑
い
も
な
く
や
っ
て
い
け

る
タ
イ
プ
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
男
に
対

し
て
威
張
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

と
も
。
ま
、
結
局
は
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
。

っ
て
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

な
に
は
と
も
あ
れ
、

き
ょ
う
だ
い
仲
良
く

ケ
ン
カ
し
な
っ
。

H30年度の資格取得者は下記の通りでした。
資格の取得は、隙間時間を見つけての勉強で、頑張っている
様子を見ていると、私も頑張らねばといい影響をもらえてます。
お互いに刺激しあいながら、今後も取得に力を入れていきたいと思います。

H３０年度資格取得者

1級土木施工管理技士
2級土木施工管理技士
2級管工事施工管理技士
第1種電気工事士
給水装置工事主任技術者

１名
１名
１名
１名
２名

下水道技術検定（第3種）
運行管理者
第1種衛生管理者
高圧洗浄士
危険物取扱者（乙種第4類）

１名
２名
２名
１名
４名

今年度は3名の新入社員を迎えまし

た！アンケートに答えてもらったので

紹介します。毎日緊張しながらも

真面目に研修に取り組んでいます。
皆さんよろしく

お願いします！

営
業
部
期
待
の
新
人

Ｓ
Ｋ
Ｔ
のひ

と
り
ご
と
・
・・

10

私
に
は
兄
弟
が
い
ま
し
て
姉
と

弟
の
三
人
兄
弟
な
の
で
す
が
、
姉

は
騒
が
し
い
性
格
で
私
と
弟
は
大

人
し
い
性
格
を
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
兄
弟
関
係
が
こ
の
性
格
を

生
ん
だ
の
で
は
と
思
っ
た
の
で
調
べ
て

見
た
と
こ
ろ
、
「姉
が
い
る
男
性
は
い

な
い
男
性
に
比
べ
て
競
争
的
で
は
な

い
」と
い
う
研
究
結
果
が
出
て
い
る

そ
う
で
す
。
原
因
と
し
て
、

「姉
が
い
る
男
子
は
幼
い
頃
に
自
然

と
姉
（女
性
）の
性
質
を
真
似
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え

ば
、
優
し
さ
や
フ
レ
ン
ド
リ
ー
さ
な
ど

で
す
。
」

と
書
い
て
あ
る
の
で
す
が
、

私
の
家
の
場
合
は
た
だ

姉
の
気
が
強
く
て
潰
さ

れ
て
い
た
だ
け
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ど
ち
ら
に
せ
よ
私
が

一
番
上
だ
っ
た
ら
性
格
が

違
っ
て
い
た
の
か
と
思
う
と

面
白
い
な
と
思
い
ま
し
た
。



　

かわら版へのお問い合わせは、かわら版編集部まで

仕事の合間の

はしやすめ
仙台

｢1031(ぜんざい)｣から10/31を
｢出雲ぜんざいの日｣と制定｡歩き
回って 疲れた身体に 甘いの染み渡るぅ

出雲大社には4つの鳥居があり全て違
う素材で造られています｡一の鳥居は
宇迦橋の大鳥居(鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ)､
二の鳥居は勢溜の大鳥居(製)､
三の鳥居は松の参道の中の鳥居
(鉄)､
四の鳥居は重要文化財の銅鳥居。

行ったら食べよう

｢出雲そば｣

長野県の｢戸隠そば｣､
岩手県の｢わんこそば｣と
並ぶ日本三大蕎麦の1つ

知らずに素通りしてしまいそう

ですが実はとても重要なお社｡

身についた穢れ(けがれ)を祓

い清めてくれる祓井神(ﾊﾗｲﾄﾞ

ﾉｶﾐ)四柱が祀られています。

はじめに参拝することで、出雲

大社の主祭神である大国主命

のご神威を清らかな状態で

いただくことができます。

二の鳥居を

くぐって間も

なく参道の

右手にある

小さなお社｡

日本一の高さを誇る白亜の灯台｡

(H10年:世界の歴史的灯台百選

H25年:国の登録有形文化財に)

およそ1600万年前に流出した溶岩

の冷却収縮によってできた｢柱状節理｣

が続く断崖絶壁の海岸線の絶景

は必見ですっ!!  灯台までの

道沿いに軒を連ねるお食事処

で海鮮丼やのどぐろ､イカ等の

干物を食すっス!!

行ったら食べよう

行ったら食べよう
｢みさき丼｣

そして、島根と言ったら

何と言っても｢安来節」♪

出雲国(島根県)一帯で歌

わ

れていた船歌､出雲節が変化

したもの｡付き物として盆やざる

を持って滑稽に踊るあの｢どじょ

うすくい｣｡豆絞りを頭に被り5

円玉の鼻あてをつける…習得し

本気で踊れたならｶｯｺいいこと

とぼけた顔した
どじょうすくい

｢饅頭｣

今回のはしやすめは、神々が集う神話の国

島根県出雲市｢出雲大社｣です!!
旧暦10月､全国の八百万(やおよろず)の神々
が出雲に集まり､村には神が不在となるため出雲以外の

地域は｢神無月｣､逆に出雲では
神在月(かみありづき)といいます。
今年の神在祭は11/6～13日､
出雲大社に集まった神様たちが

｢神議(かむばかり)｣という会議をし､
男女の縁や人の縁､仕事の縁､
お金の縁などをどのように
結びつけるか決定します。
この時期にぜひぜひぜひとも
是が非でもぉーっ!!参りたいっ

｢出雲ぜんざい｣

出雲

お
ら
い
の

ワ
ン
コ

こんにちわ

｢くー｣です

２歳です

ア
キ
ば
ち
ょ
ふ
の
ア
キ
な
い
話

＜かわらばん３２号からのつづき＞
約20年ぶりのレース｡復帰戦として選んだのは､｢第42回みやぎ蔵王スキー大会」
大回転競技｡１本あたり40秒前後､2本の合計タイムを競います｡過去に入賞経験
もあり復帰戦にはうってつけと男子2部(40～49歳)にエントリー｡総エントリー
120名中､男子2部は18名・・・みんな速そうです(・・;)｡
レース1本目､雪質ソフト､気温0℃､天候晴れ｡前々週､雪質ハードで斜面もきつくスピード
が出る状況で練習を行っていましたので､不思議と緊張することもなくスタートできました｡
まずは｢ケガなく途中棄権せず､完走する｣ことを第一としました｡結果はトップと4秒差の
13番手｡慎重になりすぎたか・・・｡しかし､まだまだ攻められるという感覚を得ることが
できました｡ですから､｢2本目はトップと2秒差以内｣という
目標をたて臨むことにしました｡レース2本目､雪質ソフト､

気温1℃､天候晴れ｡1本目と同様のコースセッティング｡

1か所だけコースを大きく振ってあるところさえ気を付け
れば大丈夫､とスタート.1本目より速く滑走している感覚

でしたが､それに酔いしれてしまい気を付けるべきポイント

で横に大きく飛ばされ・・・｢あぁ～～～っ！！！｣辛うじて片足が雪面を捉えていたのでス

ピードを落とすことなく復活し､そのままゴール｡タイムは目標通りトップとジャスト2秒差｡
順位も6つ上げ､合計タイムで8位という結果でした｡今回､タイムのコントロールができたと
いう点で収穫がありました｡コースアウトのリスクは上がりますが､
現在の実力であと1秒近くは短縮できるように感じました｡
来シーズンは､レース復帰２シーズン目ということで入賞目指して精進します｡

定禅寺通りを⻄公園⽅⾯へ、路地を⼊った⽴町郵便局の向かい側、いい
感じの店構えに目が止まってしまう「UP!BAKER」さん。
店内も広くパンの種類もサンド系、甘い系からハードまでランナップ豊富で、
迷って迷ってぐーるぐるって感じです。 イートインスペースもあり、焼きたての
パンをコーヒーやスープと一緒にその場で食べられるのがまた嬉しい。
種類沢山がありますが、まず1度食べていただきたいのが、「クラップフェン」

⾒た目は頑固そうな揚げパン！ちょっとヘビーな装いですが、実際はフワッと
していて中の⽣クリームも甘さ控えめ、油っぽさもなくとても軽〜く食べられ、
私なら3つはいける・・・、かな。
⾒た目をことごとく覆してくれる美味しいパン？です。是非どうぞ！
この「UP!BAKER」さん、卸町にある運送会社が新規事業としてお店を

オープンしたそうで、"⽣産者→製造→販売→お届け” とすべて⾃社で⾏う
地域循環型のベーカリー店。 地域の⽅々が育てた農畜産物を⾃社で集
荷し、パンを作ったり、外テラス「マルシェ」で販売します。
との事、素晴らしい取組みに小さな応援という
ことで、また美味しいパンを買いに⾏きたいと思
います。機会があったらご賞味ください...

〔 UP!BAKER 〕
〒980-0822

仙台市⻘葉区⽴町26-10
シエロ⽴町ビル1F

営業時間 8:00〜19:00

やっぱりパンだね～～
お薦めパン屋さん


